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【道後中学校】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜第１学年：事前復興＞ 

第 1学年では事前復興について学んだ。調べ学習を通し、大 

規模な災害が起こる前に、発生し得る事態を想定し、発災後の 

応急対応や復旧・復興に必要な体制をあらかじめ整備・構築し 

ておくことが大切であることを学んだ。また、文化祭では、事前復興に対しての自 

分なりのアイデアを発表した。 

【生徒たちのアイデア例】 

①「ＳＯＳボート」このボートは大雨 

や津波などで街が浸水しても数日間 

生活可能な仮設住宅型ボート。ビニ 

ール素材でできていて、空気で膨ら 

ませることができる。夜間でもソー 

ラーライトがついているので安心。 

② 「マグネットハウス」リニアモー 

ターカーにヒントを得て、家の基礎 

に強力な電磁石をはめ込み、地震が 

起きたときだけ電気を流し浮く家。 

地面が揺れている間は家が浮いてい 

るため、家はほとんど揺れない仕組 

み。建物の倒壊を防ぎ、命を守る。 

  生徒たちは、学習を通し、柔軟なアイデ 

アを出すことができた。しかし、生徒た 

ちのアイデアは、技術的・経済的な面か 

ら実現することが簡単ではないものもあ 

った。しかし、このように一人一人がア 

イデアを絞り出すことがいずれ街を守り、 

命を守ることにつながるのだという確信 

を持った生徒が多い。これからも防災に 

ついて多くのことを学びたいという意欲 

を高める活動となった。 

動となった。 

 

 

 


